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わが国における乳用牛の飼養

　乳用牛とは、ミルクの生産を目的として飼養されているものをいい、日本で乳用牛といえば約９９％が白黒模様の「ホルスタイン種」で、その他に「ジャージー種」や「ブラウンスイス種」棟がある。「ホルスタイン種」の名前はドイツのシュレースヴィヒ＝ホルシュタイン州にちなんでいる。

　わが国の乳用牛の飼養戸数と飼養頭数は、年々減少している。表１で見ると全国の飼養戸数は、平成１８年で２６，４５８戸であったが、平成２０年では約２，２００戸減少し、２４，２５１戸となっている。全国の飼養頭数も飼養戸数の減少に伴い、平成２０年では１，５２７，４７０頭で、平成１８年から約１０万頭減少している。１戸当たりの飼養頭数を、平成２０年で地域別に比較すると、北海道が１０１．３頭で最多。最少の地域は東北で３３．９頭飼養している。
　表２の年別飼養頭数から、北海道は５年連続１位、２位は５年連続で関東。平成１６年から平成１９年までは順位に変動はないが、平成２０年に前年４位だった東北が３位、前年３位だった九州が４位となり、５年間で唯一順位の変動があった年である。

　表３の北海道の飼養頭数の全国割合を見てみると、搾乳牛で５年間４５％以上を示し、平成２０年では、４７．８９％と日本の約半数を飼養していることになる。その他を見ても平成２０年では、乾乳牛で５１．７２％、未経産牛で５２．９５％、２歳未満で６５．１０％となっている。

　これらのデータから判断しても、北海道が酪農王国といわれている理由がわかる。
